
迷惑メールの受信経験者は71.3％、さらなる増加傾向に
資料2-6-5　迷惑（スパム）メールの受信経験　N=1,600

迷惑メールの受信経験者は71.3％で昨年

から約9ポイントの増加となった。多くの

利用者が何らかの迷惑メールを受信して

いるのが現状であり、今後被害を減少さ

せるための機能やサービスのさらなる充実

が望まれる。
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迷惑メールの内容は、「未承諾の売り込み」が67.7％でトップとなっている。以下、「わいせつな文章や画像のメ

ール」が59.7％、「ウイルス感染メール」が46.5％、「大量に送信されてくるメール」が37.7％など、単にユー

ザーを困らせることを目的とした迷惑メールが主なものとしてあがっている。

未承諾の売り込みメールがトップ、わいせつ、ウイルスが続く
資料2-6-6　迷惑（スパム）メールの受信内容（複数回答）　N=1,141
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